
特 集
震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

① 
熊
本
地
震
等
の
避
難
者
対
応
か
ら
考
え
る
、
首
都
直
下
地
震
への
備
え
に
つい
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

熊
本
市
の
避
難
所
調
査
の
結
果
を
中
心
に 

〜
石
川
　
永
子

横
浜
市
立
大
学
国
際
総
合
科
学
部
国
際
都

市
学
系
准
教
授

執
筆

震災後、避難所数開設数 調査避難所数　（訪問時開設中、

（避難所リスト掲載分） かつ、車中泊のみ避難所を除く）

57ヶ所 47ヶ所
（指定:42指定外:15） （調査：5/1　～5/4　1ヶ所5/7　）

75ヶ所 43ヶ所
（指定:35指定外:40） （調査：4/30　～　5/1　）

45ヶ所 10ヶ所
（指定:29指定外:16） （調査：5/8　～　5/9　）

72ヶ所 37ヶ所
（指定:37指定外:35） （調査：4/29　5/4　～5/9）

23ヶ所
（調査：5/3　～5/4　）

市内計 299ヶ所 160ヶ所

50ヶ所

中央区

東区

西区

南区

北区
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1

��

は
じ
め
に

　

平
成
28
年
４
月
14
日
と
16
日
に

発
生
し
た
２
つ
の
大
き
な
地
震
と

そ
の
後
の
余
震
に
よ
り
、
多
く
の

市
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
熊
本
地
震
で
は
、
最
大
約

11
万
人
（
４
月
17
日
朝
）
の
市
民

が
避
難
生
活
を
し
た
と
さ
れ
る
。

　

熊
本
で
は
、
台
風
等
に
よ
る
豪

雨
災
害
が
頻
発
す
る
た
め
、
実
質

的
に
は
水
害
対
策
に
重
点
を
置

き
、
避
難
行
動
支
援
や
早
期
避
難

所
開
設
な
ど
に
つ
い
て
の
対
策
は

行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回

の
よ
う
に
突
発
的
に
発
生
す
る
大

地
震
で
、
市
内
全
域
で
、
大
人
数

が
、
期
間
の
目
途
が
つ
か
な
い
ま

ま
、
避
難
所
に
い
る
と
い
う
事
態

は
あ
ま
り
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

行
政
や
、
地
域
・
学
校
等
で
の
連

携
の
訓
練
な
ど
も
十
分
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

熊
本
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
少

な
く
な
い
自
治
体
で
も
同
様
の
状

況
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
が

見
え
な
い
な
か
で
の
中
長
期
的
な

避
難
所
の
運
営
の
実
態
を
、
熊
本

市
内
の
指
定
避
難
所
・
指
定
外
避

難
所
の
悉
皆
調
査
を
通
し
て
把
握

し
、
そ
の
課
題
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

調
査
お
よ
び
熊
本
市
や
指
定
都
市

市
長
会
か
ら
収
集
し
た
資
料
を
も

と
に
、
①
熊
本
市
の
避
難
所
の
特

徴
（
指
定
外
避
難
所
等
を
含
む
）、

②
避
難
所
の
運
営
主
体
、
③
避
難

環
境
、
④
避
難
所
の
開
設
・
集
約
、

生
活
再
建
へ
の
支
援
に
関
す
る
課

題
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
そ
の

上
で
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
、
首
都
直
下
地
震
の
備
え
に

つ
い
て
考
え
る
。

２

��

熊
本
市
避
難
所
悉
皆
調
査

に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
29
日
〜
５
月
９

日
（
注
１
）
ま
で
、
熊
本
県
熊
本

市
内
の
全
避
難
所
（
注
２
）
に
て

実
施
し
た
（
表
１
）。
調
査
員
に

よ
る
目
視
お
よ
び
、
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
一
番
詳
し
い
方
（
注

３
）
を
対
象
に
、
質
問
票
を
用
い

た
半
構
造
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
お

よ
び
記
録
撮
影
を
行
っ
た
。
熊
本

市
へ
の
情
報
提
供
を
一
番
の
目
的

と
し
て
市
の
協
力
の
も
と
に
、
筆

者
ら
（
注
４
）
が
実
施
し
、
調
査

途
中
も
含
め
情
報
提
供
を
行
っ

た
。
な
お
、
撮
影
は
避
難
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
当
該
避

難
所
運
営
者
が
許
可
し
た
場
所
に

限
り
実
施
し
た
。

　

な
お
、
筆
者
は
４
月
22
日
か
ら

５
月
９
日
に
お
い
て
、
横
浜
市
お

よ
び
指
定
都
市
市
長
会
の
本
部
の

許
可
を
得
て
、
熊
本
市
役
所
内
の

指
定
都
市
市
長
会
の
応
援
本
部
に

滞
在
し
、
避
難
所
調
査
な
ら
び

に
、
災
害
対
策
本
部
会
議
の
傍

聴
、
災
害
救
助
法
関
係
業
務
等
や

み
な
し
仮
設
住
宅
関
連
業
務
の
一

部
助
言
を
行
っ
た
。

３

��

熊
本
市
内
の
避
難
所
の
概

要

❶
避
難
者
数
の
推
移
と
分
布

　

熊
本
市
内
の
避
難
所
数
お
よ
び

避
難
者
数
は
、
４
月
21
日
午
前
の

段
階
で
２
５
２
箇
所
５
４
，
１
４

３
人
（
中
央
区
65
箇
所
１
２
，
９

０
６
人
、
東
区
50
箇
所
１
６
，
０

０
５
人
、
西
区
41
箇
所
１
０
，
１

１
５
人
、
南
区
61
箇
所
１
０
，
０

０
４
人
、
北
区
35
箇
所
５
，
１
１

３
人
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
５

月
3
日
で
１
８
８
箇
所
５
，
３
６

４
人
、
５
月
８
日
で
１
２
９
箇
所

３
，
９
４
７
人
、
５
月
13
日
で
88

箇
所
６
，
１
３
６
人
と
減
少
し
て

い
っ
た
（
い
ず
れ
も
13
時
の
人

数
）。 

図
１
は
、
避
難
所
ご
と
の

避
難
者
数
の
分
布
（
注
５
）（
５

月
３
日
）
で
あ
る
。
災
害
時
に
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
施

設
（
指
定
避
難
所
）
と
そ
れ
以
外

（
指
定
外
避
難
所
）
の
避
難
者
数

を
示
し
て
い
る
が
、
指
定
外
避
難

《9》 

熊
本
地
震
で
見
い
だ
さ
れ
た

　  

　
　
　
　
新
た
な
課
題
や
望
ま
れ
る
支
援

表１　避難所悉皆調査の対象数と時期



63■ 特集・震災に対する横浜の備え

所
は
、
益
城
町
・
嘉
島
町
に
近
い

東
区
や
南
区
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
周
辺
の

施
設
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
私
立
高
校 

、
大
規
模
団
地

の
集
会
所
、
公
的
機
関
の
建
物
の 

一
部
、公
園
内
に
あ
る
休
憩
所（
老

人
憩
い
の
家
）等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

❷
避
難
の
特
徴

　

熊
本
県
は
、
１
世
帯
あ
た
り
の

車
所
有
数
が
、
１
・
３
０
７
台
／

世
帯
、
０
・
５
４
９ 

台
／
人
（
全

国
平
均
：
１
・
０
６
９
台
／
世

帯
、
０
・
４
７
０
台
／
人
、
東
京

都
：
０
・
４
６
１
台
／
世
帯
、
０
・

２
３
２
台
／
人
）
と
全
国
平
均
よ

り
も
多
く
、
１
世
帯
で
複
数
台
の

車
を
所
有
す
る
世
帯
も
多
い
こ
と

か
ら
、
余
震
対
策
と
し
て
、
主
に

夜
間
で
車
中
に
て
避
難
す
る
世
帯

も
多
く
み
ら
れ
た
（
車
中
泊
）。

こ
れ
ら
の
世
帯
は
自
宅
の
駐
車
場

だ
け
で
な
く
、
公
園
や
大
規
模
な

公
共
施
設
の
付
属
駐
車
場
等
で
避

難
し
た
例
も
多
く
、
物
資
の
配
布

や
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

が
多
い
。
実
際
に
、
市
の
災
害
対

策
本
部
資
料
の
各
区
の
「
避
難
所

開
設
状
況
」
の
リ
ス
ト
を
み
る

と
、
指
定
外
の
避
難
所
の
な
か
に

は
、
公
園
（
公
園
内
の
休
憩
所
で

あ
る
老
人
憩
い
の
家
を
含
む
）
や

競
技
場
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

４

��

避
難
所
の
運
営
主
体

❶
地
域
組
織
等
の
運
営

　

避
難
所
の
自
主
運
営
は
、
横
浜

市
で
も
地
域
防
災
拠
点
の
連
絡
会

議
や
避
難
所
開
設
訓
練
等
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
熊
本
の
場
合
は
ど

う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
避
難

所
の
主
な
運
営
主
体
」
の
設
問
へ

の
回
答
で
は
、
指
定
避
難
所
（
指

定
外
避
難
所
）
で
は
、「
ほ
ぼ
市
・

政
令
市
」
が
31
・
０
％
（
２
・

９
％
）、「
市
・
政
令
市+

地
域
住

民
」
が
21
・
０
％
（
17
・
６
％
）、

「
地
域
住
民
主
体
」
が
19
・
０
％

（
38
・
２
％
）、「
施
設
管
理
者
主

体
（
学
校
や
公
的
施
設
管
理
者

等
）」
が
36
・
０
％
（
20
・
６
％
）、

「
生
徒
学
生
等
主
体
」
が
２
・
０
％

（
０
・
０
％
）、「
そ
の
他
」
が
８
・

０
％
（
17
・
６
％
）、「
不
明
」「
調

査
不
可
」
が
７
・
０
％
（
２
・
９
％
）

と
な
っ
た
。
指
定
避
難
所
で
は
、

ほ
ぼ
行
政
職
員
の
み
で
運
営
し
て

い
た
避
難
所
、
施
設
管
理
者
主
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
存
在
す

る
。
地
域
住
民
主
体
あ
る
い
は
行

政
と
地
域
住
民
で
運
営
し
て
い
た

避
難
所
は
４
割
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
避
難
所
の
う
ち
、
学
区
が
狭

く
地
域
組
織
と
の
連
携
も
強
い
小

学
校
の
避
難
所
は
、
他
に
比
べ
れ

ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
組
織
、

商
店
街
な
ど
の
関
係
者
が
中
心
と

な
っ
て
、 

行
政
職
員
と
共
に
自
治

運
営
さ
れ
て
い
る
避
難
所
が
多
く

み
ら
れ
た
。
調
査
で
は
、
特
に
被

災
か
ら
１
週
間
、
避
難
所
で
あ
る

小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
の
負

担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
治
体
が
支
援

を
は
じ
め
て
は
い
た
が
、
市
も
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ

る
。
一
方
で
、
指
定
外
避
難
所
は

指
定
避
難
所
に
比
べ
て
、
自
然
発

生
的
に
避
難
者
が
集
ま
っ
た
避
難

所
で
あ
り
、 

特
に
、
大
規
模
団
地

の
集
会
所
や
戸
建
住
宅
地
の
自
治

会
館
な
ど
は
、
小
規
模
な
施
設
を

地
域
の
役
員
等
が
運
営
を
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

❷
地
域
組
織
が
運
営
を
行
っ
て
い

た
事
例
紹
介

　

①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
全
体
と

し
て
、
指
定
避
難
所
は
行
政
や
施

設
管
理
者
主
体
の
避
難
所
が
多

か
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
行
政
職

員
と
連
携
し
て
、
自
主
運
営
を

し
、
避
難
所
の
環
境
改
善
等
に
取

り
組
ん
だ
例
を
紹
介
す
る
。

　

１
つ
目
は
、
大
江
小
学
校
（
熊

本
市
中
央
区
）
で
あ
る
。
地
元
消

防
団
や
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
避
難

所
運
営
の
主
体
と
な
り
、
避
難
者

に
週
１
日
は
、
避
難
所
で
の
様
々

な
仕
事
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

な
ど
（
写
真
１
）
の
活
動
を
展
開

し
、
土
足
禁
止
や
マ
ッ
ト
レ
ス
の

全
員
使
用
に
よ
る
避
難
者
の
環
境

の
向
上
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

と
と
も
に
、
避
難
者
リ
ス
ト
の
作

成
と
見
守
り
が
必
要
な
人
の
リ
ス

ト
に
よ
る
状
況
の
共
有
が
行
わ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
や
環
境

改
善
の
た
め
の
作
業
内
容
は
、
本

来
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
も

い
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
徹
底
し
て

行
っ
て
い
た
避
難
所
は
多
く
は
な

か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
２
つ

目
は
、
帯
山
小
学
校
（
中
央
区
）

で
あ
る
。
避
難
所
組
織
を
外
部
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
て
動
か
し

て
い
た
。
避
難
所
運
営
チ
ー
ム
は

「
チ
ー
ム
帯
山
」
と
名
付
け
ら
れ

（
写
真
１
）、
本
部
の
下
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
班
」「
救
護
班
」「
物
資

整
理
班
」が
あ
り
、
そ
れ
ら
と「
炊

き
出
し
部
」
が
連
携
し
て
運
営
を

行
っ
て
い
た
。
多
く
の
支
援
者
を

受
け
入
れ
組
織
的
に
避
難
所
運
営

し
た
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図１　避難所ごとの避難者数の分布
　　　 （白：指定避難所、黒：指定外避難所）

写真１　地域組織が運営を行っていた事例
　　　 　（左・中：大江小学校、右：帯山小学校）
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❸
小
中
高
校
生
の
避
難
所
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

避
難
所
で
の
小
中
学
校
の
生
徒

の
、
避
難
所
運
営
に
関
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
手
伝
い
に
つ
い
て

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
で
も
行
わ
れ
て
き
た

が
、
熊
本
で
は
、
直
後
の
学
校
関

係
者
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
生
徒

や
卒
業
生
が
積
極
的
に
手
伝
っ
た

こ
と
や
、
１
か
月
近
い
休
校
時
に

「
自
分
達
も
役
立
っ
て
い
る
」
と

い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
生
徒

の
心
身
の
ケ
ア
な
ど
の
意
味
も
含

め
て
、
教
員
や
地
域
住
民
が
見
守

る
な
か
で
行
わ
れ
て
き
た（
生
徒
・

学
生
の
避
難
所
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
の
項
目
：
活
動
あ
り

30
％
、
活
動
な
し
26
％
、
不
明

38
％
、
調
査
不
可
６
％
）。
写
真

２
は
、
南
区
の
火
の
君
文
化
セ
ン

タ
ー
の
支
援
物
資
を
避
難
者
が
受

け
取
る
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
様
子
で
あ
る
。

５

��

避
難
所
の
環
境
改
善
へ
の

動
き

❶
避
難
所
の
生
活
環
境
の
ば
ら
つ

き
　

写
真
３
は
市
内
で
多
く
見
か
け

ら
れ
た
避
難
所
の
う
ち
の
一
つ
の

施
設
内
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真

で
あ
る
。

　

グ
ラ
フ
１
は
、「
各
避
難
者
の

寝
床
に
何
が
敷
い
て
あ
っ
た
か
」

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
ほ

ぼ
全
員
が
毛
布
の
み
」（
毛
布
の

下
に
、
救
援
物
資
の
段
ボ
ー
ル
箱

を
分
解
し
て
敷
い
て
あ
る
場
合
を

含
む
）、「
マ
ッ
ト
レ
ス
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
等
を
一
部
の
特
に
配
慮

が
必
要
な
人
の
み
使
用
」
の
割
合

が
半
数
近
い
区
も
み
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
西
区
、
南
区
、
北
区
で
は
、

調
査
期
間
が
学
校
再
開
間
近
に
な

り
、
避
難
所
環
境
の
改
善
が
進
ん

で
い
た
時
期
と
も
重
な
る
の
で
、

他
の
区
に
比
べ
て
、「
マ
ッ
ト
レ

ス
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
希
望

者
が
使
用
」「
マ
ッ
ト
レ
ス
や
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
全
員
が
使

用
」
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

震
災
直
後
は
、
夜
中
の
余
震
の
際

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
靴
を
履
い

て
就
寝
し
て
い
る
避
難
所
も
あ
っ

た
た
め
、
土
足
の
避
難
所
も
多

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
避
難
所
で

も
、
４
月
末
頃
か
ら
５
月
の
初
め

に
か
け
て
、
避
難
者
の
各
々
の
居

場
所
を
す
べ
て
片
付
け
、
床
掃
除

し
、
再
度
区
画
し
て
生
活
す
る
た

め
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
作

業
は
、
避
難
者
全
員
の
合
意
や
協

力
が
必
要
で
、
準
備
に
時
間
が
か

か
る
。
い
く
つ
か
の
避
難
所
で
は

「
避
難
所
の
区
画
整
理
」
と
い
う

言
い
方
を
し
て
い
た
。
調
査
時
点

に
お
い
て
は
既
に
改
善
が
進
ん
で

い
た
が
、
指
定
避
難
所
の
う
ち
全

面
土
足
禁
止
は
83
・
３
％
、
指
定

外
避
難
所
で
は
71
・
４ 

％
で
あ

り
、
指
定
外
避
難
所
で
す
べ
て
土

足
の
避
難
所
も
11
・
４
％
存
在
し

た
。
こ
れ
ら
は
大
型
の
公
的
施
設

で
指
定
外
の
避
難
所
と
な
っ
た
施

設
で
は
、
一
部
ま
た
は
す
べ
て
の

避
難
者
が
日
常
時
に
土
足
で
あ
る

空
間
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
例
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
避
難
所
で
は
、

土
足
部
分
が
長
く
残
っ
た
例
で
あ

る
。

　

避
難
環
境
の
改
善
に
は
「
洗
濯

機
、
物
干
し
場
」「
電
子
レ
ン
ジ
」

等
の
電
化
製
品
等
の
設
置
も
重
要

で
は
あ
り
、
近
年
進
め
ら
れ
て
は

い
る
が
、
ま
ず
は
、
身
体
の
疲
労

度
に
直
接
影
響
す
る
寝
床
の
環
境

や
衛
生
面
の
基
本
と
な
る
土
足
禁

止
と
い
っ
た
部
分
が
改
善
さ
れ
る

こ
と
が
、
避
難
者
の
健
康
面
の
向

上
と
と
も
に
、
間
接
的
に
車
中
泊

等
を
減
ら
す
た
め
に
も
必
須
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
事
項
を

早
期
に
全
避
難
所
で
評
価
し
、
熊

本
地
震
で
は
約
１
ヶ
月
後
の
環
境

改
善
さ
れ
た
拠
点
避
難
所
へ
移
行

す
る
よ
り
前
に
、
避
難
環
境
の
底

上
げ
の
た
め
の
対
応
を
被
災
自
治

体
と
し
て
と
る
こ
と
が
、
今
後
の

災
害
対
応
に
は
求
め
ら
れ
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。

　

施
設
面
で
は
、
特
に
、
指
定
避

難
所
と
な
っ
た
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
に
洋
式
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
１
カ
所
の
ト
イ

レ
に
２
〜
４
個
程
度
の
便
器
が

あ
っ
て
も
、
洋
式
ト
イ
レ
は
あ
っ

て
男
女
各
１
つ
で
あ
っ
た
。
主
な

避
難
所
と
な
っ
た
体
育
館
付
近
や

１
階
の
ト
イ
レ
に
洋
式
ト
イ
レ
が

な
い
避
難
所
も
あ
り
、
足
腰
の
悪

い
避
難
者
が
苦
労
し
て
い
る
例
が

散
見
さ
れ
た
。
震
災
後
し
ば
ら
く

は
水
道
が
止
ま
っ
て
い
た
が
、
再

開
し
た
あ
と
の
中
長
期
の
ト
イ
レ

利
用
を
考
え
、
全
国
的
に
洋
式
ト

イ
レ
の
増
設
等
が
必
要
と
い
え

る
。
指
定
避
難
所
の
う
ち
多
か
っ

た
状
況
の
避
難
所
の
例
の
写
真
を

示
す
。

❷
要
援
護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

調
査
を
実
施
し
た
段
階
で
は
、

避
難
所
の
被
災
者
リ
ス
ト
や
、
要

援
護
者
リ
ス
ト
が
な
い
あ
る
い

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者
が
把
握

し
て
い
な
い
避
難
所
が
半
数
近
く

あ
っ
た
。
行
政
職
員
を
含
む
運
営

側
で
、地
震
直
後
か
ら
の
経
緯
や
、

要
援
護
者
の
避
難
状
況
、
地
元
の

キ
ー
マ
ン
や
人
間
関
係
な
ど
、
避

難
所
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要

な
事
情
を
把
握
し
て
い
る
人
が
い

な
い
と
こ
ろ
も
一
定
数
あ
っ
た
。

応
援
に
入
っ
て
い
る
指
定
都
市
市

長
会
等
の
応
援
職
員
は
交
代
時
に

引
き
継
ぎ
を
し
て
い
る
の
で
、
彼

ら
が
一
番
詳
し
い
と
い
う
避
難
所

も
多
く
み
ら
れ
た
。

　

市
内
で
は
、
被
災
し
た
熊
本
市

民
病
院
の
看
護
師
を
は
じ
め
と
し

た
専
門
職
が
、
病
院
の
業
務
の
一

時
縮
小
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
の
避
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難
所
に
滞
在
、
巡
回
し
、
要
援
護

者
の
体
調
等
の
基
礎
的
な
個
人
状

況
の
記
録
作
成
と
ケ
ア
、
避
難
所

の
衛
生
面
で
の
配
慮
（
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
、
消
毒
、
ト
イ
レ
等
の

清
掃
の
指
示
、
土
足
禁
止
化
な

ど
）
へ
の
指
導
や
実
施
を
行
っ
て

い
っ
た
。
彼
ら
へ
の
聞
き
取
り
調

査
か
ら
、
各
区
で
行
動
内
容
は
若

干
異
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

が
、
環
境
改
善
に
大
き
な
力
と

な
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
震
災
直
後
は
、
視
覚
、

聴
覚
、
発
達
、
知
的
、
精
神
障
が

い
の
あ
る
方
、
妊
婦
、
乳
幼
児
等

が
い
る
避
難
所
が
多
か
っ
た
が
、

調
査
時
点
で
は
そ
れ
ら
の
人
々
が

い
つ
、
ど
こ
に
移
っ
た
の
か
把
握

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
方
々
が
校

庭
で
車
中
泊
し
て
い
る
例
も
見
受

け
ら
れ
た
。
逆
に
、
保
健
室
等
の

小
部
屋
や
、
高
め
の
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
っ
た
部
屋
の
隅
等

に
、
発
達
障
が
い
や
知
的
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
生

活
し
て
い
る
避
難
所
も
見
ら
れ

た
。
ト
イ
レ
等
に
介
助
が
必
要
な

高
齢
者
や
認
知
症
の
人
で
調
査
時

に
避
難
所
に
生
活
し
て
い
た
人

は
、
家
族
等
が
介
助
を
し
て
い
る

例
も
多
か
っ
た
。

❸
多
様
な
避
難
者
へ
の
配
慮
に
つ

い
て

　

発
災
後
か
ら
時
間
が
た
つ
な
か

で
、
運
営
側
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、

巡
回
／
常
駐
す
る
看
護
師
等
の
専

門
家
や
子
ど
も
や
障
が
い
者
、
女

性
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
助
言

や
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
授
乳
・
着

替
え
室
の
指
定
や
設
置
（
小
さ
い

テ
ン
ト
の
活
用
な
ど
）
が
す
す
め

ら
れ
た
（
着
替
え
・
授
乳
ス
ペ
ー

ス
：
あ
り
44
・
３
％
、
な
し
44
・

９
％
、
不
明
10
・
８
％
）。
こ
れ

ら
の
部
屋
が
畳
だ
っ
た
場
合
、
そ

こ
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
例
も
見

受
け
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体

に
よ
り
子
ど
も
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
も
み
ら
れ
た
（
あ
り
17
・

９
％
、
な
し
60
・
１
％
、
不
明

16
・
１
％
）。
一
方
で
、
コ
ン
セ

ン
ト
や
充
電
機
器
の
ま
わ
り
で
子

ど
も
達
が
集
ま
っ
て
ポ
ー
タ
ブ
ル

ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
い
る
例
な
ど
も

み
ら
れ
た
。
避
難
所
の
な
か
に

は
、
子
ど
も
が
遠
慮
せ
ず
に
動
き

回
っ
た
り
、
声
を
だ
せ
る
よ
う
に

子
育
て
世
代
の
み
の
部
屋
を
用
意

し
た
例
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
熊

本
地
震
は
余
震
が
多
い
た
め
に
夜

の
み
避
難
所
に
く
る
世
帯
も
多
く

あ
り
、
そ
の
場
合
更
衣
室
等
の

ニ
ー
ズ
が
少
な
か
っ
た
た
め
設
置

し
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
体
育

館
の
天
井
が
被
害
を
受
け
る
な
ど

し
て
教
室
に
避
難
し
た
避
難
所
も

一
定
数
あ
っ
た
た
め
、
意
識
し
て

子
ど
も
世
帯
の
み
の
部
屋
を
作
ら

な
く
て
も
、
発
災
後
の
時
間
の
経

過
と
共
に
１
教
室
あ
た
り
の
人
数

が
少
な
く
問
題
が
な
か
っ
た
と
い

う
回
答
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ペ
ッ
ト
の
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
内
を
自
由
に
移
動
ま

た
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
、
避
難
所
に

お
い
て
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
例

も
散
見
さ
れ
た
が
、
床
に
寝
て
い

る
避
難
者
が
多
数
で
あ
る
状
況
を

考
え
る
と
、
衛
生
上
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
部
の

避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
い
る
世

帯
の
み
で
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
小
部

屋
に
避
難
し
た
例
も
あ
る
が
、

ペ
ッ
ト
が
い
る
こ
と
で
車
中
泊
を

し
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

６

��

避
難
所
の
開
設
・
集
約
、
生

活
再
建
へ
の
支
援
に
関
す
る

課
題

　

熊
本
地
震
で
は
、
震
度
４
程
度

の
余
震
が
頻
発
し
、
多
く
の
市
民

が
、
特
に
夜
間
に
避
難
所
等
で
生

活
し
た
。
そ
の
た
め
、
指
定
避
難

所
、
指
定
外
避
難
所
（
車
中
泊
と

な
っ
た
公
園
を
含
む
）
で
の
避
難

者
の
数
が
減
少
す
る
の
に
時
間
が

か
か
り
、
体
育
館
だ
け
で
な
く
一

般
教
室
に
も
多
く
の
被
災
者
が
避

難
し
た
。
ま
た
、
天
井
を
は
じ
め

体
育
館
の
建
物
被
害
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
施
設

管
理
者
で
あ
る
小
中
学
校
の
教
職

員
も
、
避
難
所
運
営
に
多
く
の
労

力
を
費
や
し
た
。
そ
の
た
め
、
小

中
学
校
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
含
め
３
週
間
程
度
休
校
と
な
っ

た
。
ま
た
、
避
難
所
で
の
業
務
の

少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
指
定
都
市
市

長
会
の
自
治
体
職
員
等
の
応
援
職

員
が
担
当
し
た
が
、
応
援
職
員
の

支
援
の
縮
小
、
ま
た
、
罹
災
証
明

発
行
の
た
め
の
被
害
調
査
や
罹
災

証
明
書
発
行
業
務
に
も
別
隊
が
従

事
し
、
そ
ち
ら
の
業
務
が
被
災
者

の
生
活
再
建
支
援
の
た
め
に
急
務

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
５
月
18
日

を
も
っ
て
応
援
職
員
の
避
難
所
支

援
は
終
了
し
た
。
ま
た
、
熊
本
市

と
し
て
も
避
難
者
支
援
と
し
て
避

難
所
の
運
営
を
市
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
民
間
団
体
と
連
携
し
て
主

導
し
て
い
く
こ
と
を
明
確
化
す
る

意
味
合
い
も
含
め
、
避
難
所
数
を

限
定
し
た
大
型
の
避
難
所
（
拠
点

避
難
所
）
に
良
好
な
生
活
環
境
を

用
意
し
、
そ
れ
ら
の
避
難
所
に
被

災
者
に
移
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
た
。
当
初
、
22
の
拠
点
避
難
所

案
を
も
と
に
検
討
し
た
が
、
避
難

所
の
状
況
把
握
や
調
整
を
行
っ
て

い
た
各
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や

地
域
性
な
ど
か
ら
、
ま
た
、
避
難

所
に
避
難
す
る
人
の
分
布
と
拠
点

避
難
所
の
場
所
や
収
容
人
数
の
ず

れ
な
ど
か
ら
（
図
２
・
３
）、
日

常
生
活
（
通
勤
・
通
学
・
高
齢
者

等
で
日
常
接
す
る
人
の
つ
な
が
り

等
）
多
く
の
議
論
が
市
内
部
で
な

さ
れ
、
５
月
８
日
の
時
点
で
１
２

９
カ
所
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
学

校
再
開
の
た
め
の
避
難
所
の
集
約

写真３　避難所内の寝具やトイレ等の様子
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は
、
自
主
運
営
が
行
わ
れ
た
避
難

所
を
優
先
的
に
残
す
と
い
っ
た
こ

と
よ
り
も
、
施
設
被
害
や
立
地
な

ど
他
の
条
件
で
す
す
め
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
（
グ
ラ
フ
２
）。
逆

に
自
主
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
避

難
所
は
、
学
校
再
開
に
向
け
て
、

避
難
者
の
合
意
で
閉
鎖
し
、
他
の

場
所
に
移
動
し
た
例
も
見
受
け
ら

れ
た
。
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る

都
市
部
で
の
大
地
震
で
は
、
同
様

に
避
難
所
の
集
約
や
学
校
再
開
に

向
け
た
準
備
が
す
す
め
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
や
避
難

所
の
集
約
の
し
か
た
、
避
難
者
へ

の
伝
達
や
説
明
の
方
法
や
時
期
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
話
し
合
い
、

熊
本
の
教
訓
を
い
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

拠
点
避
難
所
と
な
っ
た
の
は
、

体
育
館
等
の
大
型
施
設
や
、
公
的

な
福
祉
保
健
施
設
、
各
区
の
出
張

所
兼
公
民
館
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
拠
点
避
難
所
で
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
マ
ッ
ト
レ
ス

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
備
え
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
、
洗
濯
や
食
事
（
電

子
レ
ン
ジ
や
ポ
ッ
ト
等
） 

の
設

置
、
被
災
者
支
援
情
報
の
掲
示
な

ど
が
す
す
め
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
女
性

の
み
の
避
難
所
も
設
置
さ
れ
た
。

　

避
難
所
の
集
約
と
共
に
、
罹
災

証
明
の
申
請
受
付
、
被
害
状
況
調

査
の
実
施
（
一
次
・
二
次
調
査
）、

証
明
書
の
発
行
が
す
す
め
ら
れ
、

公
営
住
宅
の
空
き
室
入
居
募
集
や

相
談
窓
口
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

設
置
は
早
期
に
行
わ
れ
た
が
、
被

害
状
況
調
査
に
は
時
間
が
か
か
る

た
め
、
み
な
し
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
資
格
を
も
て
る
か
ど
う
か
な

ど
被
災
者
の
生
活
再
建
に
必
要
な

情
報
が
揃
い
、
被
災
者
が
仮
住
ま

い
等
に
移
り
避
難
所
が
解
消
さ
れ

て
い
く
の
に
は
一
定
の
時
間
を
要

し
た
（
表
２
）。
首
都
直
下
地
震

に
備
え
て
、
横
浜
市
で
も
、
避
難

所
全
体
の
集
約
の
計
画
と
段
取
り

を
考
え
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
被
災

15 

15 

1 

13 

13 

1 

16 

16 

0 

15 

27 

0 

0 

2 

0 

5 

9 

0 

2 

4 

0 

1 

0 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

閉鎖 

一般避難所 

拠点避難所 

ほぼ市・政令市 市・政令市+地域住民 地域住民主体 

施設管理者主体 生徒学生等主体 その他 

不明 調査不可 

4/14-17 4/18-24 4/25-5/1 5/2-8 5/9-15 5/16-22 5/23-29 5/30-
●避難所統合住
民説明会

●5/8 避難所統
合、拠点避難所
へ移動概ね完了

避難所
以外

●4/20-土砂災
害避難勧告・指
示

●被災者支援情
報ダイヤル開設

●4/28 相談窓
口設置

被害調査
●4/18-5/末 応
急危険度判定調
査

仮住まい
●4/28 （県内）
みなし仮設申込
受付開始

●5/6 （県内）み
なし仮設補修費
支援開始

●5/14　建設仮
設着工

●6/21　建設仮
設入居開始

●7/4第1回震災
復興検討委員会

●10/14「熊本市
震災復興計画」
策定

本部
●4/15自衛隊要
請、市本部会議

応援受援
●指定都市市長
会本部県庁→市

民間連携 ●NPO連絡会議
●NPO等の避難
所支援本格化

●市、NPO、県、
社協等の連絡会
議（週2回）開始

避難所
●避難者数最大
（4/17朝11万人）

被災者
支援

●4/15　り災証
明書交付申請受
付開始

●5/17　り災証
明書発行開始

復興計画
●5/9 震災復興
基本方針策定

●市長会：最初1
週間は九州ブ
ロック、次週から
区で分担

●5/9-市長会：
避難所支援縮
小、建物被害調
査増員

●5/18 市長会：
避難所支援終了

図３　学校再開後（5/8）避難所の分布

グラフ２　避難所集約の結果と運営主体の関係

表２　熊本地震における熊本市の主な対応

図２　避難者数の分布と
　　　拠点避難所（5/3）の位置
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者
支
援
事
務
や
相
談
業
務
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
す
り
あ
わ
せ
を
事
前

に
検
討
し
、
備
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

７

��

熊
本
の
教
訓
を
横
浜
に
い

か
す

　

首
都
直
下
地
震
等
へ
の
備
え
と

し
て
、
横
浜
市
で
は
、
い
わ
ゆ
る

指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、
地
域
防

災
拠
点
協
議
会
を
組
織
し
、
災
害

時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、
話

合
い
や
訓
練
を
通
し
て
、
共
助
を

育
て
る
取
組
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
在
宅
避
難
者
へ
の
対
応
な

ど
、
地
域
防
災
拠
点
以
外
の
地
域

で
の
災
害
時
の
取
組
に
つ
い
て

は
、「
ま
ち
の
防
災
組
織
」
を
つ

く
り
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
を
継

続
し
て
い
る
。
横
浜
市
は
多
様
な

地
域
が
混
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
災

害
時
の
課
題
も
異
な
る
。
災
害
時

の
共
助
を
考
え
て
い
く
う
え
で

は
、
自
ら
の
地
域
の
特
性
を
事
前

に
把
握
し
、
特
に
重
点
的
に
対
応

し
な
く
て
は
い
け
な
い
課
題
を
地

域
住
民
で
共
有
し
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

横
浜
市
内
を
地
域
性
で
お
お
ま

か
に
４
つ
に
分
け
、
避
難
生
活
の

備
え
に
関
す
る
重
要
事
項
を
、
共

助
を
中
心
に
ま
と
め
た（
表
３
）。

横
浜
市
は
地
域
防
災
拠
点
の
協
議

会
や
ま
ち
の
防
災
拠
点
を
担
う
人

材
の
研
修
等
を
行
い
、
災
害
時
の

地
域
の
対
応
力
の
向
上
に
努
め
て

い
る
が
、
そ
の
際
に
、
自
分
の
地

域
の
特
徴
と
対
応
の
重
点
項
目
を

意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
自
分
た
ち
の
対
応
計
画
を
つ

く
り
、
地
域
に
研
修
成
果
を
持
ち

か
え
っ
て
訓
練
等
を
進
め
て
い
く

の
が
大
切
で
あ
る
。

　

熊
本
市
内
の
避
難
所
調
査
の
結

果
等
か
ら
、
横
浜
市
の
備
え
と
し

て
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
３

つ
の
観
点
に
ま
と
め
た（
表
４
）。

「
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
」

「
避
難
所
の
環
境
改
善
と
在
宅
避

難
者
の
連
携
と
調
整
」「
避
難
所

の
解
消
に
向
け
て
の
仮
住
ま
い
や

被
災
者
支
援
を
ふ
ま
え
た
対
応
」

に
つ
い
て
、
共
助
と
公
助
（
共
助

を
促
す
公
助
を
含
む
）
の
検
討
事

項
は
、
防
災
だ
け
で
な
く
福
祉

等
、
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て

い
る
。

　

熊
本
地
震
の
避
難
所
運
営
の
教

訓
の
な
か
か
ら
、
横
浜
の
地
域
性

や
被
害
程
度
に
関
係
す
る
現
象
を

学
び
、
今
後
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
、
地
域
や
行
政
、
そ
し
て
私
達

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
防
災
の

取
組
に
微
力
な
が
ら
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１　

調
査
時
期
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
、

５
月
９
日
か
ら
の
小
中
学
校
再
開
の
た
め
に
、

避
難
所
の
集
約
・
統
合
の
議
論
と
移
動
が
行
わ

れ
た
。
同
時
期
に
拠
点
避
難
所
（
大
規
模
で
比

較
的
環
境
の
整
っ
た
避
難
所
）を
新
設
し
、
行
政

（
市
・
区
）・
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
の

避
難
所
連
絡
会
の
開
催
や
、
避
難
所
の
支
援
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
全
国
指
定
都
市
市
長
会

を
中
心
と
し
た
自
治
体
の
応
援
職
員
縮
小
が
始

ま
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
の
前

半
よ
り
後
半
は
、
各
避
難
所
の
環
境
改
善
が
進

ん
だ
り
、
統
合
に
向
け
て
の
動
き
な
ど
避
難
所

の
運
営
体
制
や
環
境
が
変
容
し
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
調
査
分
析
が
難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、
災

害
時
の
避
難
所
の
悉
皆
調
査
と
い
う
、
迅
速
性

を
要
す
る
実
施
例
の
少
な
い
調
整
の
難
し
い
調

査
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
調
査
時
期
内
や
そ
の

前
後
の
状
況
の
推
移
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
分
析

す
る
こ
と
で
、
妥
当
性
を
確
保
し
て
い
る
と
考

え
る
。

注
２　

訪
問
時
に
開
設
し
て
い
た
（
一
部
閉
鎖

準
備
中
あ
り
）
全
避
難
所
で
調
査
を
実
施
。

車
中
泊
の
み
（
運
営
者
不
在
）
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
目
視
・
写
真
撮
影
の
み
実
施
。

注
３　

熊
本
市
職
員
、
全
国
指
定
都
市
市
長

会
等
か
ら
の
応
援
職
員
等
、
学
校
校
長
等
教
員

が
主
な
対
象
者
だ
が
、 

自
治
会
長
や
避
難
所
運

営
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
最
も
詳
し
い
と
し
て
、
聞

き
取
り
を
行
っ
た
避
難
所
も
あ
る
。

注
４　

本
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、
石
川
永
子
、

山
之
井
麻
衣
、
島
田
綾
子
（
横
浜
市
立
大
学
）、

三
浦
春
菜
、
高
橋
政
宏
、
大
平
真
弓
（
明
治

大
学
）、
首
藤
由
紀
、
小
田
淳
一、
吉
田
佳
絵（
社

会
安
全
研
究
所
）、
藤
室
玲
治
、
西
塚
、
畠
山

弓
穂
（
東
北
大
学
）、
林
奈
緒
、
松
田
楓
（
熊

本
大
学
熊
助
組
）、
薬
袋
奈
美
子
（
日
本
女
子

大
学
）、
定
池
祐
季
（
東
京
大
学
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
）、 

石
原
凌
河
（
龍
谷
大
学
）、
野
崎
隆
一（
神
戸

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
）、
井
野
峻
佑
、
石
井
航

太
郎
（
首
都
大
学
東
京
）、
吉
田
裕
輔
、
坪
井

塑
太
郎
（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー　

Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
作
成
協
力
）
で
あ
る
。

注
５　

熊
本
市
災
害
対
策
本
部
会
議
資
料
デ
ー

タ
に
基
づ
く
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熊
本
地
震
で
被
災
し
た
方
の一日
も
早
い
生
活

の
再
建
を
願
う
。
こ
の
調
査
は
、
避
難
所
の
運

営
に
あ
た
ら
れ
た
方
々
、
熊
本
市
役
所
、
全
国

指
定
都
市
市
長
会
、
横
浜
市
等
の
多
く
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
活
動
の一

部
は
、
平
成
28
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金 

基
盤
Ｃ
「
広
域
災
害
後
の
避
難
か

ら
仮
住
ま
い
円
滑
化
へ
の
支
援
策
の
検
討
と
住

宅
再
建
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
（
代
表
：
石

川 

永
子
）」
に
よ
り
実
施
し
た
。

木造密集市街地

・建物倒壊・火災　・高齢化率高：要援護者対応　・
避難所に多数が避難・環境改善と地域運営＋サポート
人材　・高低差のある密集地　・病院や二次避難所へ
の移送手段　・医療看護・二次避難所

・建物倒壊は少ないが、ガス・電気等は停止　・在宅
避難中心、安否確認・空き家

・要援護者への医療（慢性疾患・介護など）や物資配
布の対応（避難所にいかずとも安心できる体制→地域
防災拠点とまち防連携）

・築年の古い団地：要援護者対応　・在宅避難中心、
安否確認

・団地内の集会所や集会室で、住民本部など自治工
夫。情報や物資配布など、事前に行政や地域防災拠点
と連携の議論（指定外避難所）

・帰宅困難者（勤務者・観光客等）　・企業・住民・
行政の連携

・多様な避難者の受入れ（外国人等）・指定外避難所
対応

戸建住宅地

集合住宅団地・マンション

横浜中心部商業地

特別避難場所・災害時
要援護者の避難生活

○要援護者名簿の共有・活用のしかた

（横浜市「特別避難場
所運営支援計画」に関

連して）

○特別避難場所の協定内容の具体化、実現可能性

　・高齢者施設・障がい者施設等のBCPの策定、研修
　・特別避難場所・福祉スペース（一般避難所）の標準仕様の議論
　・市と施設等の役割分担、サポート→具体化・訓練
　・二次避難所としての入所者の選定、移送方法などの具体化
　・医療・看護・介護等専門職（厚労省ルート、その他）の受入れ
　　体制、フローの明確化、医療対策本部と災害対策本部の連携
　・住民や該当者へどのように周知・説明するか（事前・事後）
　　→介護保険施設定員の災害時緩和措置（緊急入所）、特別避
　　　場所の役割など、関係者間での議論の積み重ね

都市型災害対応： ○避難所の運営体制（地域防災拠点の運営）を、想定外のことに
も対応できる、住民訓練や研修などの継続

避難所避難者・在宅避
難者支援の連携・調整 ○指定外避難所の早期対応、公園などでの避難（車中泊）等への

対応や避難所への誘導

○都市型災害：在宅避難者への対応の工夫・宿泊施設の活用で、
避難所の人数の適正化、避難環境の改善へ工夫をはかれるか
→在宅避難者への、情報や物資等の配布経路などの明確化、訓練
など（地域防災拠点とまちの防災組織の役割を再度整理・適正
化）・・・インフラ再開・民間店舗の再開時期にもよる

○　避難所は開設する以上に解消が難しい
○　避難所統合・解消に向けての動きと、罹災証明発行業務等、被

災者相談窓口開設等とのタイムライン・実務フロー
○　避難所運営、在宅避難者対応と平行して、仮住まいや緊急的な

住まいの確保のための対応
　　→多様な選択肢・・・事前に供給・需要を地域別に推計

避難所の統合・解消と
被災者の仮住まいの確
保

表３　市内の地域性と避難所の運営、備えの重点項目

表４　横浜市の備えとして重要と思われること




